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研究成果の概要（和文）：移動情報に関する特性およびユーザ意図抽出のために，ソーシャルメディアからの空
間軌跡データの超大規模データ分析，感覚的歪みを考慮した社会的地域特性分析，およびユーザとシステムの相
互作用解析によるリアルタイム行動意図分析に関する方式研究およびシステム開発を行った．具体的には，群衆
移動の経験と感情による感覚的歪み分析に基づく社会認知的地域特性抽出方式，および，ユーザ移動時の意思決
定行動分析に基づく意図抽出方式を開発した．また，社会認知的地域特性抽出と意思決定行動分析による応用ア
プリケーションのための，可視化システムと行動支援システムを構築した．

研究成果の概要（英文）：We developed the methods and the systems to extract user regional 
characteristics and user intentions; the big data analysis of spatial trajectories using social 
media, social regional analysis of skewed sentiment distribution, and real-time behavioral intention
 analysis using the mutual interaction between human and systems. We proposed an analyzing method of
 social cognitive regional characteristics, and an extracting method of user intentions using 
decision-making processes using moving information. We also developed the visualization systems and 
the applications based on social cognitive regional characteristic, and the navigation support 
systems based on analysis of decision-making processes.

研究分野： 情報メディア

キーワード： 地理情報システム　地域特性　ユーザ意図抽出　意思決定行動分析
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様 式

１．研究開始当初の背景
 近年，ワイヤレス通信やモバイル・コンピ
ューティング等のための位置認識サービスや
ナビゲーションシステム等のインフラ（位置
基盤
整備されたことにより，一般ユーザが利用可
能な空間情報サービスが劇的に増加している．
従来のモバイル・コンピューティング技術で
は，ユーザの現在地や関連する地理オブジェ
クトの情報提示機能，および個々のユーザの
属性（プロパティ）に基づく情報推薦機能な
どが提供されてきた．しかしながら，個々の
ユーザの行動だけではなく，地域の特性や他
ユーザの知見として，群衆移動における経験
や感情による分析技術を用いることで，更に
精度が高く，かつユーザの意図を反映した情
報推薦や意思決定支援が可能となると考えら
れる．
 
２．研究の目
 一般的に，地域についての空間的認知や地
域間の距離感は，交通機関などの社会的なア
クセス容易性，あるいは地域の社会的インフ
ラの整備の度合により，実際の地理特性とは
乖離していることが少なくない．また，ユー
ザの経路選択や地理メディアを利用した意思
決定行動は，必ずしも実際の地理特性に基づ
くものではなく，多様なユーザの選択意図等
の状況に応じて異なる．例えば，経路選択に
おいては最短距離のルートが常にユーザの所
望する道順であるとは限らない．本研究では，
実空間の地理特性とユーザが感覚的に捉えて
いる認知的地理感の差異に着
り，社会認知的アプローチによる地域特性の
理論的検証を行う．また，移動情報に関する
意思決定行動のプロトコル分析，および特定
の目的を持つ地理コンテンツ等に対するユー
ザの認知プロセス分析により，ユーザの意図
抽出方式を開発する．
 
３．研究の方法
(1) 群衆経験による感覚的歪み分析に基づく
社会認知的地域特性抽出の研究
 地理的距離は近いが遠くに感じている，あ
るいは，地理的距離は遠いが身近に感じてい
る等の感覚的な歪みを抽出して分析し，社会
認知的地域特性を抽出するための研究を行う．
具体的には，
空間的な関心を抽出し，人々の居場所と関心
を向けている場所との差異，および，群衆の
規模に基づく感覚的歪みを求める．また，感
覚的歪みとして分析することで，群衆経験に
よって計量された地域のランドマークを社会
認知的地域特性として抽出する方式を開発す
る． 
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１．研究開始当初の背景
近年，ワイヤレス通信やモバイル・コンピ
ューティング等のための位置認識サービスや
ナビゲーションシステム等のインフラ（位置
基盤 SNS: Twitter
整備されたことにより，一般ユーザが利用可
能な空間情報サービスが劇的に増加している．
従来のモバイル・コンピューティング技術で
は，ユーザの現在地や関連する地理オブジェ
クトの情報提示機能，および個々のユーザの
属性（プロパティ）に基づく情報推薦機能な
どが提供されてきた．しかしながら，個々の
ユーザの行動だけではなく，地域の特性や他
ユーザの知見として，群衆移動における経験
や感情による分析技術を用いることで，更に
精度が高く，かつユーザの意図を反映した情
報推薦や意思決定支援が可能となると考えら
れる． 

２．研究の目的 
一般的に，地域についての空間的認知や地
域間の距離感は，交通機関などの社会的なア
クセス容易性，あるいは地域の社会的インフ
ラの整備の度合により，実際の地理特性とは
乖離していることが少なくない．また，ユー
ザの経路選択や地理メディアを利用した意思
決定行動は，必ずしも実際の地理特性に基づ
くものではなく，多様なユーザの選択意図等
の状況に応じて異なる．例えば，経路選択に
おいては最短距離のルートが常にユーザの所
望する道順であるとは限らない．本研究では，
実空間の地理特性とユーザが感覚的に捉えて
いる認知的地理感の差異に着
り，社会認知的アプローチによる地域特性の
理論的検証を行う．また，移動情報に関する
意思決定行動のプロトコル分析，および特定
の目的を持つ地理コンテンツ等に対するユー
ザの認知プロセス分析により，ユーザの意図
抽出方式を開発する．

３．研究の方法 
群衆経験による感覚的歪み分析に基づく

社会認知的地域特性抽出の研究
地理的距離は近いが遠くに感じている，あ

るいは，地理的距離は遠いが身近に感じてい
る等の感覚的な歪みを抽出して分析し，社会
認知的地域特性を抽出するための研究を行う．
具体的には，Twitt
空間的な関心を抽出し，人々の居場所と関心
を向けている場所との差異，および，群衆の
規模に基づく感覚的歪みを求める．また，感
覚的歪みとして分析することで，群衆経験に
よって計量された地域のランドマークを社会
認知的地域特性として抽出する方式を開発す
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１．研究開始当初の背景 
近年，ワイヤレス通信やモバイル・コンピ
ューティング等のための位置認識サービスや
ナビゲーションシステム等のインフラ（位置

SNS: Twitter や Foursquare
整備されたことにより，一般ユーザが利用可
能な空間情報サービスが劇的に増加している．
従来のモバイル・コンピューティング技術で
は，ユーザの現在地や関連する地理オブジェ
クトの情報提示機能，および個々のユーザの
属性（プロパティ）に基づく情報推薦機能な
どが提供されてきた．しかしながら，個々の
ユーザの行動だけではなく，地域の特性や他
ユーザの知見として，群衆移動における経験
や感情による分析技術を用いることで，更に
精度が高く，かつユーザの意図を反映した情
報推薦や意思決定支援が可能となると考えら

 
一般的に，地域についての空間的認知や地
域間の距離感は，交通機関などの社会的なア
クセス容易性，あるいは地域の社会的インフ
ラの整備の度合により，実際の地理特性とは
乖離していることが少なくない．また，ユー
ザの経路選択や地理メディアを利用した意思
決定行動は，必ずしも実際の地理特性に基づ
くものではなく，多様なユーザの選択意図等
の状況に応じて異なる．例えば，経路選択に
おいては最短距離のルートが常にユーザの所
望する道順であるとは限らない．本研究では，
実空間の地理特性とユーザが感覚的に捉えて
いる認知的地理感の差異に着
り，社会認知的アプローチによる地域特性の
理論的検証を行う．また，移動情報に関する
意思決定行動のプロトコル分析，および特定
の目的を持つ地理コンテンツ等に対するユー
ザの認知プロセス分析により，ユーザの意図
抽出方式を開発する． 

 
群衆経験による感覚的歪み分析に基づく

社会認知的地域特性抽出の研究
地理的距離は近いが遠くに感じている，あ

るいは，地理的距離は遠いが身近に感じてい
る等の感覚的な歪みを抽出して分析し，社会
認知的地域特性を抽出するための研究を行う．

Twitter のツイートから群衆の
空間的な関心を抽出し，人々の居場所と関心
を向けている場所との差異，および，群衆の
規模に基づく感覚的歪みを求める．また，感
覚的歪みとして分析することで，群衆経験に
よって計量された地域のランドマークを社会
認知的地域特性として抽出する方式を開発す
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近年，ワイヤレス通信やモバイル・コンピ
ューティング等のための位置認識サービスや
ナビゲーションシステム等のインフラ（位置

Foursquare など）が
整備されたことにより，一般ユーザが利用可
能な空間情報サービスが劇的に増加している．
従来のモバイル・コンピューティング技術で
は，ユーザの現在地や関連する地理オブジェ
クトの情報提示機能，および個々のユーザの
属性（プロパティ）に基づく情報推薦機能な
どが提供されてきた．しかしながら，個々の
ユーザの行動だけではなく，地域の特性や他
ユーザの知見として，群衆移動における経験
や感情による分析技術を用いることで，更に
精度が高く，かつユーザの意図を反映した情
報推薦や意思決定支援が可能となると考えら

一般的に，地域についての空間的認知や地
域間の距離感は，交通機関などの社会的なア
クセス容易性，あるいは地域の社会的インフ
ラの整備の度合により，実際の地理特性とは
乖離していることが少なくない．また，ユー
ザの経路選択や地理メディアを利用した意思
決定行動は，必ずしも実際の地理特性に基づ
くものではなく，多様なユーザの選択意図等
の状況に応じて異なる．例えば，経路選択に
おいては最短距離のルートが常にユーザの所
望する道順であるとは限らない．本研究では，
実空間の地理特性とユーザが感覚的に捉えて
いる認知的地理感の差異に着目することによ
り，社会認知的アプローチによる地域特性の
理論的検証を行う．また，移動情報に関する
意思決定行動のプロトコル分析，および特定
の目的を持つ地理コンテンツ等に対するユー
ザの認知プロセス分析により，ユーザの意図

群衆経験による感覚的歪み分析に基づく
社会認知的地域特性抽出の研究 

地理的距離は近いが遠くに感じている，あ
るいは，地理的距離は遠いが身近に感じてい
る等の感覚的な歪みを抽出して分析し，社会
認知的地域特性を抽出するための研究を行う．

のツイートから群衆の
空間的な関心を抽出し，人々の居場所と関心
を向けている場所との差異，および，群衆の
規模に基づく感覚的歪みを求める．また，感
覚的歪みとして分析することで，群衆経験に
よって計量された地域のランドマークを社会
認知的地域特性として抽出する方式を開発す
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近年，ワイヤレス通信やモバイル・コンピ
ューティング等のための位置認識サービスや
ナビゲーションシステム等のインフラ（位置

など）が
整備されたことにより，一般ユーザが利用可
能な空間情報サービスが劇的に増加している．
従来のモバイル・コンピューティング技術で
は，ユーザの現在地や関連する地理オブジェ
クトの情報提示機能，および個々のユーザの
属性（プロパティ）に基づく情報推薦機能な
どが提供されてきた．しかしながら，個々の
ユーザの行動だけではなく，地域の特性や他
ユーザの知見として，群衆移動における経験
や感情による分析技術を用いることで，更に
精度が高く，かつユーザの意図を反映した情
報推薦や意思決定支援が可能となると考えら

一般的に，地域についての空間的認知や地
域間の距離感は，交通機関などの社会的なア
クセス容易性，あるいは地域の社会的インフ
ラの整備の度合により，実際の地理特性とは
乖離していることが少なくない．また，ユー
ザの経路選択や地理メディアを利用した意思
決定行動は，必ずしも実際の地理特性に基づ
くものではなく，多様なユーザの選択意図等
の状況に応じて異なる．例えば，経路選択に
おいては最短距離のルートが常にユーザの所
望する道順であるとは限らない．本研究では，
実空間の地理特性とユーザが感覚的に捉えて

目することによ
り，社会認知的アプローチによる地域特性の
理論的検証を行う．また，移動情報に関する
意思決定行動のプロトコル分析，および特定
の目的を持つ地理コンテンツ等に対するユー
ザの認知プロセス分析により，ユーザの意図

群衆経験による感覚的歪み分析に基づく

地理的距離は近いが遠くに感じている，あ
るいは，地理的距離は遠いが身近に感じてい
る等の感覚的な歪みを抽出して分析し，社会
認知的地域特性を抽出するための研究を行う．

のツイートから群衆の
空間的な関心を抽出し，人々の居場所と関心
を向けている場所との差異，および，群衆の
規模に基づく感覚的歪みを求める．また，感
覚的歪みとして分析することで，群衆経験に
よって計量された地域のランドマークを社会
認知的地域特性として抽出する方式を開発す

(2) 
く意図抽出モデルの確立
 ユーザの地図操作や経路選択等の意思決定
行動を分析し，ユーザの移動時の意図を抽出
するモデルを構築する．さらに，抽出された
意図を用いることで，目的地としての地理オ
ブジェクトや
リズムを開発する．具体的には，カーナビ等
での「距離優先探索」や「道幅優先探索」の
ような事前設定ではなく，時々刻々変化する
運転者
柔軟に推薦する方式を開発する．
 
４．研究成果
(1) 
分析に基づく社会認知的地域特性抽出
 群衆移動の経験と感情による感覚的歪み分
析に基づく社会認知的地域特性抽出では，特
定の地域およびトピックに基づくユーザグル
ープの感覚的歪みの認知的地域特性抽出技術
を用いて，これを効果的に分析可能な
の構築に取り組んだ．具体的には，空間属性
に着目して
した．ツイートが持ちうる空間属性として，
発信位置の緯度経度（ユーザの実際の居場所）
と，コンテンツのテキスト文中で参照されて
いる位置表現（ユーザが関心を向けている場
所）がある．本研究では，特定のツイートに
おけるこれらの空間属性の差異をユーザの空
間的関心とみなし，地域単位，あるいはトピ
ック単位で集約することで，空間に対する感
覚的な歪みを俯瞰するための可視化システム
を構築した（図

図 1
るための可視化システム
 
 さらに，群衆の多面的な空間に対する感覚
的歪みに基づく社会認知的地域特性として，
ランドマークを抽出する手法を開発した．こ
れにより，例えば，現在位置から視認するこ
とができないとしても，その位置が知られて
いる社会的な認知度が高い建物を，広域的ラ
ンドマークとして抽出することが可能になっ
た．さらに，広域的ランドマークを用いるこ

Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）

(2) ユーザ移動時の意思決定行動分析に基づ
く意図抽出モデルの確立
ユーザの地図操作や経路選択等の意思決定
行動を分析し，ユーザの移動時の意図を抽出
するモデルを構築する．さらに，抽出された
意図を用いることで，目的地としての地理オ
ブジェクトや経路を高精度で推薦するアルゴ
リズムを開発する．具体的には，カーナビ等
での「距離優先探索」や「道幅優先探索」の
ような事前設定ではなく，時々刻々変化する
運転者(移動者)
柔軟に推薦する方式を開発する．

４．研究成果 
(1) 群衆移動の経験と感情による感覚的歪み
分析に基づく社会認知的地域特性抽出
群衆移動の経験と感情による感覚的歪み分
析に基づく社会認知的地域特性抽出では，特
定の地域およびトピックに基づくユーザグル
ープの感覚的歪みの認知的地域特性抽出技術
を用いて，これを効果的に分析可能な
の構築に取り組んだ．具体的には，空間属性
に着目して Twitter
した．ツイートが持ちうる空間属性として，
発信位置の緯度経度（ユーザの実際の居場所）
と，コンテンツのテキスト文中で参照されて
いる位置表現（ユーザが関心を向けている場
所）がある．本研究では，特定のツイートに
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とにより，従来のナビゲーションシステムが
提示する距離や移動時間を考慮した詳細なル
ートとは異なる，より少ない数のランドマー
クからなる記憶しやすいルートを構築
ビゲーションすることが可能になった（図
2）．

図 2：広域的ランドマークを用いたナビゲーショ
ンシステム
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いての情報やユーザレビューが数多く投稿さ
れている．一般的な観光情報サイトでは，ス
ポットの特徴を表現するメタデータとしてス
ポットの所在地を表す地域タグ（都道府県な
ど）や種類を表すカテゴリタグ（「寺社仏閣」
など）が付与されている．
 しかし，スポットが持つ特徴には所在地や
カテゴリから推測することが困難な特徴も存
在し，これらの特徴を適切に表現することで，
ユーザ移動時の目的オブジ
易にすることができる．例えば，大阪府大阪
市に所在する観光スポット「梅田
は大型液晶ディスプレイを備えたイベントス
ペースであり，じゃらんでは地域タグ「大阪
市」，カテゴリタグ「観光施設・名所巡り」
などが付与されている．一方，「梅田
BIGMAN
としても著名なスポットであるが，「大阪市」
や「観光施設・名所巡り」などの付与された
タグから「待ち合わせ場所」という特徴を類
推することは困難であり，投稿されたレビュ
ーなどを実際に精読しない限りは「待ち合わ
せ場所」と
難であると考えられる．
 このような「待ち合わせ場所」や「景色が
綺麗」などの特徴を，本サブテーマではスポ
ットの主観的特徴と定義する．また，このよ
うな特徴を文書を表現する特徴ベクトル（分
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